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環状フェロセン化ナフタレンジイミドとテロメア四本鎖 DNAとの相互
作用解析
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[序論】ヒトテロメア DNAは､カチオン存在下では図

1(A)に示すような Gカルテット構造を形成することが

知られている｡矧 こナ トリウムイオン存在下では､これ

によって図 1(a)に示すような四本鎖構造を形成するこ

とが知られている｡これまで我々は,フェロセン化ナフ 図1(心Gカルテット構嵐

タレンシイミド1が二本鎖DNA､四本鋭DNAに強く 03)四本鎖DNA構造
相互作用することを明らかにしている｡

また､新たに合成した環状フェロセン

化ナフタレンジイミド2,3は二本鎖
DNA-の相互作用が弱いことを見出

しているが､これらが四本鎖 DNA結

合すると､四本鎖選択的化合物になる
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と期待される｡そこで､本研究では吸収スペク トル.CDスペク …

トルを用いて､これらの相互作用解析を行った｡･

E実験および結果と考蕪】
ナ トリウムイオン存在下において､アンチパラレル構造である

と思われるヒトテロメア DNA.laggg(ttaggg)31との相互作用解析 ...

を行った｡5llM2および3溶液にそれぞれ22merのヒトテロメ -

アDNAを添加したところ､共にナフタレンジイミドに由来する

384nmのピークにおいて.大きな淡色効果と小さなレッドシフト

を確認することができた個2,A)｡これは､1が二本掛DNAにイ

ンタ-カレ- トしたときと同様の挙動であるが､2.3の溶液に二

本鎖 DNAを添加 してもこのように大きな吸光度変化を示さない

ため､四本鎖 DNAと相互作用 したために生じた変化であると考

えられる｡また､DNA添加に伴う吸光度変化から得られたデータ
LL13.Hbplhl苫dHra

のScatchard解析を行って､四
本鎖DNAに対する結合定数を算･.o

出したところ
､
2では
､
38×105M~1
､
3では19×10
5
M-'とそ
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図2 (A)2溶樵にテロメア

れぞれ強く相互作用することがわかった｡また･CDスペクトル DNAを添加した時の吸光度変
測定では､テロメアDNA溶液に2.3の添加に伴い､四本鎖DNA 化, 03) テロメアDNA溶液

に由来する290nmと260nmにおけるピークが大きく変化した に2を添加した時の変化

ことから､これらが四本鎖DNAに結合していることが示された(図2,B)｡
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